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「信仰」とは何だろうか。 『大辞林』には「経験や知識を超えた存在を信頼し、 自己をゆだねる自覚的な態度をいう」とある。 「自覚的」ではあっても「知識を超えた」もの信じるわけだから、ある種「感情的」なもの 内 含むもの、とは言えそうである。一方で、信仰は「内面的」もしくは「習慣的」なもの、というとらえ方もある。どちらせよ、あまり「 語化」する必要のないものに思える。 「感情」に近く、また、必ずしも「こ ば」にはならないもの多くの場合 「信仰」というのはそう ものとし とらえられているのではないだろうか。
だが一方で、宗教は「ことば」によってその信仰を他者
に伝え、新しい信仰者を獲得してきた。そして伝え 相手が他言語話者になれば、そこには「翻訳」 必要であった。
キリスト教、特にプロテスタントの宣教師は、世界各地
で聖書の翻訳に尽力してきた。プロテスタントにおいては
「神のことば」である聖書を誰もが自らの母国語で読み、そこから信仰を得ることがきわめて重要だからである。一九世紀初頭、中国に初めてやってきたプロテスタント宣教師モリソンも、まず中国語を学び、辞書を作り、そして中国語訳聖書を完成させるのがその最初の任務であった。モリソンはこの中国語訳聖書において、キリスト教における「唯一の神
（
G
od ）」を複数の単語、 しかも造語で表現した。
モリソンにとってキリスト教の神は既存の中国語の概念に置き換えることはできない存在であった。分かりやすさよりも原語に忠実であることを求めたとも言える。結果的にモリソン訳聖書は中国人が読んでも非常に難解なも なった。一方、後継の宣教師 ひとりメドハーストは、
G
od
の訳語は中国の古典 登場する至上の神「上帝」がふさわしいと考えた。中国語 の文体も、 中国人にとっての 「読みやすさ」や「格調」を追求した。結局、モ ソン亡き後、
メドハーストが中心となってモリソン訳聖書の大改訂が行われ、中国語として非常に完成度の高い「代表訳本」聖書が誕生することになる。もっ もその過程では再び
G
od
の訳語をめぐる論争が勃発し、 「代表訳本」と 別に
G
od
を 「神」 と訳すバージョンも生まれた。プロテスタント 「信仰」の基礎となる聖書は、このような「ことば」をめぐる激しいせめぎ合い 通して翻訳され きたのである。このモリソンとメドハーストの翻訳観の違いを軸に、翻訳とは何かを論じている が柳父章『ゴッド 上帝――歴史のなかの翻訳者』
（筑摩書房、一九八六年）
である。翻訳論として
十分におもしろいが、異文明同士の遭遇と理解をめぐる考察としても読み応えのある一冊である。また、中国 キリスト教史の入り口としては 石川照子・倉田明子ほか『はじめての中国キリスト教史
（かんよう出版、二〇一六年）
も
おすすめしておく。
ちなみに日本語聖書でも、やはり異なる翻訳観を反映し
た複数のバージョンが存在する。昨年末には「 〝原文が透けて見える〟翻訳」がキャッチフレーズの全面大改訂版『聖書
 新改訳２０１７』
（いのちのことば社、二〇一七年）
が
刊行され、今年の年末には「格調高く美しい日本語」 前面に打ち出す『聖書
　
聖書協会共同訳』が新翻訳の聖書
として刊行される
（日本聖書協会、二〇一八年）
。信仰と翻訳、
という問いは今も続いている。
ところで、翻訳聖書が完成すれば「信仰」は伝わってい
くものなのだろうか。歴史の現実はそう単純ではなかったようだ。モリソンもメドハーストも、 目の前の中国人が 「本当に」信者に ったのかどうか、判断に迷い続け、時には裏切られた。 「こ ば」にしなければ「信仰」は伝わらないが、相手が自分と同じ信仰を「共有」しているかどうかは、 「ことば」だけでは分からな 。他者のなかで「信仰は再び「ことば」にならない「感情」的 ものに近づ ていったのである。
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